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1 .肢体不自由児の体育指導のポイント

1.運動やスポーツの意義

スポーツ基本法の前文，高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編第2章各科白第 1節体育 1性

格 3 幼児期運動指針から，運動やスポーツの意義については以下のようにまとめることができる。

「生涯にわたる心身の健康，健康で活力に満ちた生活・社会の実現」

心身の健全な発達，健康及び体力の保持増進，生活習慣病の予防，食事，耕三世，睡眠，運動を整え規

知正しい生活習慣の形成，ケガや事故の防止につながる，精神的な充足感の獲得， 自律心その他の精神

の癌養等につながる。

「人格の形成j

他者を尊重し，協同する精神や公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培う，実践的な思考力や判断力を

育むことにつながる。

「地域社会の再生に等与J

スポーツは，人と人との交流及び地域と地域との交流を促進し，地域の一体感や活力を醸成すること

につながる。

「社会に活力を生み出すj

国際競技大会における司本人選手の活躍を通じて感動し誇りと喜びを感ム夢や希望を持てる口

「世界共通の人類の文化J

言葉が通じずとも共に楽しめ，国境を越えて人と人とをつなぐ力がある。国際相互理解を促進し，国

際平和に貢献する。

運動やスポーツを通じてこれらの意義を享受し，幸福で豊かな生活を営むことは，障害の有無に関係

なく，全ての人にとっての権利である。そのためには，各々の関心，適性等に応じてフ安全かつ公正な

環境の下で日常的に運動やスポーツに親しむことができる機会や場月!Tを整備するとともに，学校体育の

中で，運動やスポーツに自ら進んで取り組み 3 豊かなスポーツライフを送っていける力を児童生徒に身

に付けさせていくことが重要である。

さらに肢体不自由児・者にとって，運動・スポーツの意義を加えるとすれば， I生涯を通じた健康の保

持」がある。体の動かしにくさにより長時間閉じ姿勢のままでいることで，年齢を重ねる中で，関節拘

縮，脱臼，側轡などの変形が二次障害として生じ 3 ますます体を動かしにくくなってしまう。また，肢

体不自由児は同年齢の健常児よりも体力水準が低くなりがちであり，体を動かさないことでますますそ

の差は大きくなってしまれこうした体の動かしにくさや体力の低下が，活動意欲の減退につながって

いくと，心身の健康に悪影響を与えてしまう。そのため運動やスポーツを通じて体を動かす機会を持ち，

筋肉，関節の柔軟性や体力を維持・向上させていくことは非常に重要である口また， i共生の態度の育成j

もある。様々な実態のある子どもたちが運動やスポーツを通じてともに関わり合う中で，お互いの違い

やできないことがあることを知りながらも 3 自的の達成に向けて，各自のできることを活かしお互いに

協力しながら努力を重ねることができれば3 障害や能力の違いに関わらず，お互いを認め支え合いなが

ら生きていくという共生社会の実現にも貢献していくはずである。

一方， [地域における障害者のスポーツ・レクリエーション活動に関する調査研究報告書J(2013:文

部科学省)においては，過去 1年間にスポーツ・レクリエーションを行った日数で， i行っていないj と
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回答した肢体不自由者は， 日常生活で車いすを必要とする成人は 72. 2010， 日常生活で車いすが不要

である成人は 63. 5010であった。このことから肢体不自由者は，現状ではスポーツ・レクリエーショ

ン活動に参加することができておらず，学校卒業後のスポーツライフの継続に課題が見られる。これに

は，活動施設がない，アクセスがしにくい等の環境面の改善も必要だと予想されるが，学校体育の中で

肢体不自由児が生涯にわたって健康を保持増進し 3 豊かなスポーツライフを実現できるような実践力を

つけていくことが非常に重要であり，学校体育が果たす役割は大きく，更なる指導の充実が求められる口

2.肢体不自由児の体育指導上の難しさ

体育では， i体を動かしながら仲間とともに学んでいく j という教科の特性があるため，体の動かしに

くさを障害特性としている紋体不自由児にとっては，体育に取り組む際に以下のような難しさがある。

(1 )体を動かしにくいこと・上手く動けないこと

体の動かしにくさは，運動機能の障害に加えて 3 感覚，知覚，認知の発達の遅れ等が影響している。

具体的な要因としては，まずボディイメージの発達の遅れがある白これは，関節の曲げ仲ぱしの感覚や

筋肉の伸び縮みの感覚，体の揺れや回転の感覚，皮膚感覚等を通じて，自分自身の体が fここにあるj，

「このように動く Jということを，脳で認知していくことである。肢体不自由があり，運動経験の不足

や，全身を使った運動がで、きなかったり，偏った動きを続けたりすることで3 ボディイメージの発達が

遅れてしまう。指導者が手本の動きを見せても，本人がそのように体を動かすイメージが湧かなければ，

上手く動くことができないことになる。

また 3 情報処理の難しさも上手く動けない要因として挙げられる。対象との距離感や奥行き感がつか

めなかったり，味方や相手との関係の中でどこに動けばよいのか分からなかったりと，空間の中で上手

く動けないことが見られる。これは，斜視によって遠近感がつかみにくいこと，根球運動の苦手さから

見るべき場所や人を見つけられない等の入力の難しさに加え，たくさんの視覚刺激のiゃから必要な情報

を選び取れない，情報をもとにどのように動くのか考えることに時間がかかる，見て考えながら動くと

いうような複数のことを同時に行うことが難しい等の情報処理の難しさによることも影響している。こ

うした難しさは，脳性まひ等，脳の損傷により合併することが多くみられる。

これらの理由から，動きの習得に時間を要し，学習に時間がかかることにもなる。

(2)児童生徒の実態が多様なこと

肢体不自由といってもその動きは様々である。四肢，体幹の障害の部位や程度は一人一人異なる。上

肢にも下肢にも動かしにくさがあり支えなしでは姿勢を保てない者，上肢は動かせるが下肢が動かしに

くい者，左右どちらか片方に動かしにくさが強く出る者，立位や歩行ができる者等，様々な子どもたち

がおり，個々のできる動きを把握する必要がある。

また，障害の種類に応じた安全上の配慮が必要である。例えば，脳に疾患がある者には筋緊張の允進

による転倒，脊髄に疾患がある者には同じ姿勢を取り続けることによる袴癒，筋に疾患がある者には運

動過多による筋損傷2 骨に疾患のある者には接触による骨折に注意が必要になってくる。また，気管切

開をしている者や人工呼吸器を利用している者等，医療的ケアのある者もおり，障害種に応じた配慮、事

項や運動中の健康状態を十分把握しながら指導を進めていく必要がある。

(3)指導目標・指導内容の設定の難しさ
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内容の系統性を押さえつつ，肢体不自由児の障害特性，運動経験，卒業後の運動・スポーツ環境等

から育てたい力を捉え，豊かなスポーツライフを実現するために，学校でどのような力をどのような運

動を通じて身に付けていくのかを整理した。

(2)各運動における指導事項の系統性の整理

学習指導要領に示されている学年ごとの自標・内容の配列に添いながら，各運動について具体的な指

導事項を整理し，どの学年で何を指導し，次のこの指導につながるという関連を捉えることで，指導の

基軸を持ち， 1 2年間を通じた指導の見通しを持てるようにしてし、く。

(3)学習の習得状況や障害特性の把握

整理した指導事項の系統性は指導する際の基軸となるとともに，児童生徒一人一人について何がどれ

くらいできているのかという習得状況を把握することにも活用できる口そこで指導事項の系統性から習

得状況チェックリストを作成し，習得状況を把握する。

また，身体の動きや感覚，認知の特性，健康・医療に関する情報などを個別の指導計画から把握し，

体育指導上で、考慮、すべき実態について把握する。

(4)一人一人の実態を踏まえた指導目標・指導内容の設定

習得状況や障害特性から一人一人の実態を踏まえた上で，以下の重点化の4つの視点を活かし，児童

生徒らに何ができるようになってほしいのか(指導目標)，そのために何を(指導内容)， どのような順

番で指導するかを設定してし1く。

[指導目標・指導内容の重点化の視点】

① 苦手なところやできていないところを繰り返し行い，ある段階の指導事項を全て達成できてから次

の段階へ進むのではないこと。

② 現在できることを活かして，当該学年の指導事項で学びを進めていくこと。

③ 当該学年の指導事項をすべてねらうことが難しい場合は，種目の特性により深く触れるために当該

学年の指導事項の中から，何ができるようになるとよし1かを捉えること。

④ ③で捉えた指導事項を支える基礎的な事項にも立ち返りながら学び直し，確かなものにすること。

設定された指導目標については， r関心・意欲・態度J，r思考・判断J，r技能・表現J，r知識・理解」

の4観点をもとに，評価規準と個別の評価基準を設定し，学習評価につなげられるようにする口

(5)指導目標を達成するための指導の工夫や手立て・配慮の検討

様々な習得状況，身体状況，能力差のある子どもたちが，ともに運動を行いながら，指導目標を達成

していくために必要な指導の工夫や手立て・配慮を検討していく。多様な実態の児童生徒が一緒に学習

できるように，そして目的とする運動技能の習得ができるようにルール・用兵を工夫したり， 目的に応

じて集団指導3 習熟度JjIJ指導，個別指導を組み合わせて指導形態を工夫したりして，指導目標を達成す

るための学びの機会を上手く設定してし¥く。また，個別の指導計画から把握した身体の動きや感覚，認

知の特性，健康・医療に関する情報から学習上の困難を捉え，指導目標を達成するためにどのような手

立て・配慮を行いながら，一人一人の子どもに関わることが必要かということも捉えてし、く。
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表1 12年間を通じた各運動の取扱い
1)、1・2 1)、3・4 小5・6 中1 中2 中3 高1 声高2

正ツ走(東大雇種京会王目都出議障鮫渇御害極γ種者呂ス目等-ポ)→I 
く体つくり運動> 体力テスト 体力ァスト 体力ァスト 体力テスト 体力ァスト く援上競筏>

走く〈ツ東大陸種京会上目銀出縫偉役場銭飽害樫〉者植目ス目等ポ〉
仲間と協力した運動、 定種目・投諸島種目
用呉を告をった運動 く著書械運動> くボール遼動> く接よ競技> く経上競技> く陸上餓筏> (東京都湾審者スポー

マット運動 ゴロ卓球 定種目・投措車種g 走稜8・投郷種包 走種呂・投話車種§ ツ大会出場種目等)
くゲーム> 績回転・前転 (東京都隊害者スポー (東京都降客者スポー (東京都障害者スボー

1学紛
転がしドッチボール Tポール野球 ツ大会出場種§等) ツ大会出土品種自等} ツ大会出場滋8等) く球筏> く球筏〉 く球技〉

<浮く・泳ぐ運動> ポッチャ ボッチャ ポッチャ
<水遊び> 水泳 ポッチャ く球技> く球妓〉 く球妓>

水泳 ボッチヤ ボッチャ ボッチャ
<ゲーム〉

ポッチャ

く走・跳の運動遊び><走・銚の運動> く陸上運動> く経上競妓> <縫上競技> く陸上競技> く経上競筏〉 く陸上競筏〉 く燈よ餓銭>
かItっこ 泊、けっこ 短距離走 短距総走 短距離走 短距離走 短距離走 短距産量定 短~ê駿:iË
リレー(ヲッチリレー、折 リレー リレー リレー リレー リレー リレー リレー リレー
り返しリレー) (運動会練習) (運動会練習) (運動会総習) (運動会練習) (運動会総習) (運動会練習) (運動会練習) (運動会練習)
(運動会練習)

<ゲーム〉 く務械i護動〉 <球技〉 く球技> く球筏〉 く体っくり遜動〉 <武道〉 くダンス〉
<器械・器具の運動逃 風船バレーボール マット運動 ゴ口卓球 ゴロ卓球 ゴロ卓球 音やリズムに会わせた 剣道 創作ダンス

2学紛 び> 運動
マット運動(マットのよ く休っくり運動> く表現運動> フロアーバレーボール フロアー1¥レーポール フロアーバレーボール 用具を操作して筋力を
で自由に運動) 用兵を操作した運動 表現 高める滋動

くダンス> く武道>

くゲーム> く体つくり運動> 創作ダンス 剣道
嵐船バレーボール F再呉を操作した運動

くまE'銚の運動遊び><ゲーム> くポールi運動> く陸上競技> く陵上競技> く陸上競妓> く球技> <球技> く球絞>
リズムよく走り続ける サッカー サッカー 持久走 持久走 持久走 サッカー サッカー サッカー
運動 (1、ンドサッカー)

リくズ表ム現ダ運ン動ス> <球技> く球技> く球技> バレーボール{鼠紛} テニス バスケットボール
くゲーム〉 パスケットポール サッカー サッカー サッカー {グラウンドテニス)
サッカー{床にj降りて 1¥ドミントン フライングディスク

3学期 手を使ったサッカ一、 <体っくり運動> く休っくり運動> J、ンドサッカー J、ンドサッ力一 f、ンドサッカー Tポール野球 ディスクボウリング
車いすサッカー) 仲間と協力した運動 周閣の状況に合わせ ハンドサッ力一

たi運動 グラウンドゴルフ スポーツ吹き矢
<表現リズム遊び> 卓球(ゴロ卓球)
リズムや音楽に合わせ
て動く

小3年生~小6年生 中1-高3 高等部 | 

5分間走jま年僚を過して実施する 5分間走、ストレッチ体操は年間を通して実施する く球技>1ま3年間で4華々な種目を総み込むように官十留する

この指導計画の作成においては，小学校，中学校，高等学校の学習指導要領に準じた体育指導の

流れを押さえつつ，以下の体育指導に関わる肢体不自由児に育てたい力を加味しながら作成した。

( 1 )体を動かす楽しさを知る

肢体不自由児は幼児期の遊びや運動経験が不足しがちであり，その楽しさを味わう機会が少なくなっ

てしまう。そこで，小学部低学年段階で、は運動遊びの中で，達成感や満足感を十分に得られるように動

きづくりを行いながら，自ら進んで体を動かそうという気持ちを育てていくことがまず重要になる。 テ

れが以降の体育指導の基盤となってし¥く。

(2)技能を身に付けるための土台として基本的な動きや運動を調整する力を高める

運動やスポーツの中で課題を解決するための合理的な体の動かし方である技能を身に付けるためには，

その前提となる基本的な動きや運動を調整する力を身に付けておく必要がある。

肢体不自由は姿勢の変化が少なく，体を動かすときも自分の得2意な動きに{腐りやすい。そのことで自

分の身体の動かし方を偏った形に認知してしまうことになり，ますます動きにくくなってしまう口この

ようなことから，肢体不自由児は基本的な動きを身に付ける機会が少なくなってしまう。また，カ加減

を調整して滑らかに動いたりすることや，空間の中にいる仲間や相手の位置関係や距離J惑を把握し状況

を捉えること，状況に合わせてタイミングよく動し1たり素早く動いたりすること等，運動を調整する力

も身に付ける機会が少なくなりがちである。

そこで，基本的な動きや運動を調整する力を高めるために，小学校低学年では様々な運動遊び、の中で

運動を楽しみながら，多様な動きを経験しボデ、イイメージを高め，視覚，聴覚等の感覚を活用しながら

周囲の状況を捉えて動くということ等を行ってし1く。それ以降の学年においても，ストレッチ体操の中

で体を動かしやすい状態に整えボディイメージを高めたり，体っくり運動の中で運動を調整する力を高

めたりして，技能の習得を促していけるようにする。
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(3)障害の状態に応じた技能を身に付ける

運動やスポーツの技能を身に付けることは，仲間と一緒に勝敗を競い合ったりすることができる等，

運動やスポーツの楽しさを味わう入口であり，肢体不自由児も問様に身に付ける必要がある口ただし，

肢体不自由児は体の動かしにくさがある分，通常のルールや用具を用いるだけでは，運動に参加しにく

くその技能の習得が難しい場合がある。そこで，実際の指導においては，児童生徒が動きを身に付けら

れるように指導者はルーノレや用具を工夫したりすることが重要である。

また，一般的なフォームとして示されている効率的な動き方を参考にしながらも，そのフォームのよ

うに体を動かすことが難しい場合は，各自の障害の状態に応じて技能を高めていくことになるD

技能は 12年間をかけて段階的により高めていくことを目指す中で，思考・判断面と絡めながら指導

を行ってし、く。中・高等部段階からは自分の現在のパフォーマンスの課題を捉え，生徒自身で思考しな

がら技能を向上させていけるようにする。さらに，高等部ではp 勝利を目指したり，より良いでき栄え

にしたりするために，集団の中で各々が身に付けてきた技能をどのように活かすかということを考え，

自他の取り組み方や役割を決めることも取り入れてし1く口

どのような種自の技能を高めていくかという点では，学習指導要領に示されている種自に加えて 3 卒

業後の運動・スポーツの実践につながりやすい種目も取り入れる。 2020年の東京ノミラリンピック開催に

向けて障害者スポーツの競技志向が高まり，肢体不自由児・者のスポーツ活動も多様化している。そこ

で競技に挑戦する機会として，東京都障害者スポーツ大会，東京都絞体不自由特別支援学校ハンドサッ

カ一大会，全国特別支援学校ボッチャ大会への参加に向けて，関連種目を積極的に取り入れてし¥く。ま

た，生涯スポーツとして誰でも参加しやすいニュースポーツとして，フライング、ディスクやスポーツ吹

き矢を取り入れてし1く。特にボッチャに関しては，パラリンピック種目としての競技性の高さとともに，

誰もが行いやすく生涯スポーツとしても参加できるレクリエーショナルスポーツとしての側面もあるた

めP 競技スポーツと生涯スポーツの両国への発展を期待して取り入れてし1く。

また 3肢体不自由児に対して短期間の指導では，技能の定着が十分に見込めないことがある。そこで，

特定の種目に関しては，複数学年にわたる継続的な指導を行い技能の定着を図り，その種目の特性に深

く触れられるようにしてし1く。当校では， ジレーとサッカーを設定している。リレーは他者とスピード

を合わせて走りながらノくトンのスムーズな受け渡しが求められるという様々な技能が複合的に求められ

る種目であり，また運動会の種自にもなることから設定してし¥く D サッカーは，仲間，相手，ゴールの

位置関係を把握して状況に応じた技能が求められる種呂であり，また臼本だけでなく世界的にも広く行

われている種目ということから設定してし¥く。

(4)ルーjしや用具の工夫について自己理解を深める

指導者がルーノレや用具を工夫することは，多様な実態の子どもたちがともに運動に参加でき，その技

能を習得 a向上していく上で重要であるとともに，子どもたち自身が， Iこういう工夫があれば私はスポ

}ジができる!'J; ということを体験的に理解し，知識として身に付けることにもつながってし、く。ルー

ルや用具の工夫の仕方を知識として身に付けておくことは，学校外や卒業後で、指導者や運動の場が変わ

ったとしても，自づまに必要な工夫を周囲の人に伝えられ，運動できる環境を自ら整えることにつながる

ことが期待できる。

そのためにもy ;j¥学部で怯運動が楽しいということを十分感じながら 3 中学部に上がる中でその楽し

さを支えているルールや用具の工夫にも自を向けられるように指導し，高等部では自分で周囲の人に発

信して必要なものを自ら整えでいけるようになることを，各運動の実践を通じて目指してしだ。
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(5)仲間とともに運動することを通じて社会性を身に付ける

運動やスポーツは，子どもが集団の中で仲間と協力したり約束を守ることの大切さを知ったりするこ

とや，よい動きを称え合いお互いに気持ちよく運動できるようにすること等，社会性を身に付ける上で

有効な場である。肢体不自由児は身体の動かしにくさから仲間と一緒に遊んだり運動したりする機会が

少なくなりがちであるため，社会性を身に付ける機会が減ってしまう。

そこで，陸上競技，水泳など個々の基礎的な運動能力を高める種目と，集団で、活動する球技などの種

目をバランスよく配置し，ノレーノレや用具の工夫を行い，多様な実態の子どもたちがともに関わり合いな

がら社会性を身に付けていけるようにしていく。

(6)スポーツに演する理解を深め，見るという親しみ方を知る

障害の状態に応じたルーノレや用具の工夫は，運動を行う楽しさを十分に味わうことにつながるものの，

それだけだと，一般のノレール，コート，ボール等に触れる機会がなくなってしまう。そこで高等部では，

こうした一般的なノレールや用具に触れたり，国内外でどのような大会が行われているかという情報も知

識を得る機会を持=ったりしながら，一般的なスポーツに関しでも体験的に理解を深めてし1く。種患の楽

しさの実感に一般的な知識や情報が組み合わせていくことで，高等部卒業後にスポーツを「するJとい

う関わりだけでなく，スポーツ観戦に出かけたり，テレビでスポーツを見て楽しめたりするといった「見

るJというスポーツへのかかわりの広がりにつなげてし1く。そこで高等部では，球技について様々な種

目を取り入れながら，一般的な知識や情報も加えて指導を行ってし1く。

また，現行の中学校学習指導要領では， i我が国間有の伝統と文化に触れること」がねらいの 1つとし

て挙げられ，全ての生徒が武道を履修することになっている。本校では剣道を取り上げ，肢体不自由児

の個々の能力や障害の状態に応じた基本動作や基本となる技の習得を目指すとともに，ネしや形など伝統

的な行動の仕方について学習する。

(7 )高等部卒業後の生活に向けて体力を高める

学校卒業後の社会生活を健康-に元気に過ごしていけるためには，運動やスポーツを行う 1=1コで体力を維

持・向上させていくことが重要である。しかし，肢体不自由者の卒業後のスポーツ実施状況から，高等

部卒業後は運動の機会を現状では取りにくいという様子がうかがえる。そこで在学中では，体育指導を

通じて豊かなスポーツライフに向けた実践力をつけていくとともに，できるだけ体力を高めておくこと

が重要である。

そこで当校では，持久的な体力を高める運動として， 1年を通じて授業のはじめにワォーミングアッ

プをかねて 5分間走を取り入れている。また，ノト3からの継続的な指導を通じて，体力を最大限高めて

いけるようにしている。

以上が， 1 2年間の一貫性を踏まえた体育指導計画を立てる上で、の，肢体不自由児の体育指導で育て

たい力である。なお，この育てたい力を高めていくためには，実際の指導において，身に付けた知識3

技能をし可かして，生徒達自身で思考・判断して運動の課題解決を進めていけるようにつなげること，課

題解決の達成感を更に仲間とともにより良く運動できるようになりたいという態度につなげること等の

ように， i関心・意欲・態度J，i思考・判断J，I技能・表現J，i知識・理解」の各観点を相互に関連づけ，

バランスよく育てることが重要である口その際， I関心・意欲・態度J，i思考・判断」を育成する上では，

基本となる f知識・理解Jr技能・表現jを身に付けておくことがベースとなる。これは，体の動かしに
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くさがあり動きの習得に時間がかかる肢体不自由児にとっては，きわめて重要な課題であり，指導の工

夫や手立て・配慮を行いながら， i知識・理解J，i技能・表現Jの育ちを十分保障することが肢体不自由

児の体育指導では特に重要になるD

また， 1 2年間を通じた各運動の取扱いに関しては，学習指導要領第 1章 f総員IJJ第 2 i内容等の取

扱いに関する共通的事項j の学校において特に必要がある場合には，小学校，中学校，高等学校学習指

導要領に「示されていない内容を加えて指導することができる」という規定をもとに，ボッチャやフラ

イングディスク等を取り入れた。また，特別支援学校学習指導要領第 1章 f総則」第2節「教脊課程の

編成j第 5 i重複障害者等に関する教育課程の取扱いJの，児童又は生徒の障害により特に必要がある

場合には， i目標及び内容に関する事項の一部を取り扱わないことができることJという規定をもとに，

紋体不自由の状況により，実施が難しい陸上競技の跳躍種目，器械運動のマット運動以外の種目を取り

扱わないこととした。

(文責:佐々木高一)
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II.肢体不自由児の体育指導のポイントを踏まえた事例報告

リレーとサッカーを事例に，肢体不自由児の体育指導のポイントの中の， i各運動における指導事項の

系統性の整理ム「学習の習得状況や障害特性の把握J，i一人一人の実態を踏まえた指導思標・指導内容

の設定J，i指導呂標を達成するための指導の工夫や手立て・配慮の検討Jについて検討-してきたので報

告する。

事例報告1

1. 1)レーの指導事項の系統性の整理

陸上競技は， I走るん「跳ぶJ，i投げるjなどの運動で構成され，記録に挑戦したり，相手と競い合っ

たりする楽しさや喜びを味わったりすることのできる運動である。小学校で、は，低学年で f走・跳の運

動遊び人中学年で「走・跳の運動J，高学年で f陸上運動」の幅広い走・跳に関する動きの学習が示さ

れている。中学校では，小学校で、の学習を受け，陸上競技に求められる基本的な動きや効率のよい動き

を発展させて，各種目特有の技能を身に付けることができるようにすることをねらいとして，第 1学年

及び第2学年で， i基本的な動きや効率のよい動きを身に付けること」を，第3学年で， i各運動種目特

有の技能を身に付けること」ができるようにすることが示されている。高等学校では 3 これまでの学習

を踏まえ， i各種目特有の技能を高めることJができるようにすることが求められる。

中学校での陸上競技で取り扱う種目として， i短距離・リレーJ，i長距離走J，iハードノレ走J，i走り rlJ高

跳びJ，i走り高跳びj の5つが示されている。その中で，本単元で取り扱う「短距隣・リレー」のリ

レーjは，他者のスピードにあわせてリードする走り，次走者にノ川、ンを渡すためのタイミングを計る F

バトンのスムーズな受け渡しなどいくつかの運動を複合させるなど，走力に加えてコーディネーション

能力が求められる。また，段階的に技能の向上を目指す種目であり，本校で、は小学部 1年生から 12年

間継続した指導内容として設定している。小学校，中学校，高等学校学習指導要領で例示されているリ

レーの指導事項は以下のとおりである(表 1)。

表1 学習指導要領で例示されているリレーの指導事項

小1・2 相手の手のひらを向けてタッチしたり，バトンを渡したり，受けたりすること口

小3・4 テークオー/¥ーゾーン内で，走りながらバトンパスをすること。

小5・6 テークオ-/¥ーゾーン内で，減速の少なし¥/¥トンパスをすること。

リレーでは，前走者の渡す前の合図と，次走者のスタートのタイミングを合わせて，バトンの
中1・2

受け渡しをすること。

中3・高1 リレーでは，次走者のスピードが十分に高まったところで、バトンの受け渡しをすること。

高2・3 リレーでは，受け手と渡し手の距離を長くして，バトンの受け渡しをすることo

学習指導要領に示されている目標・内容の配列に沿いながら，学年ごとにリレーの指導事項の系統性

を整理した(表 2)。中学部段階からは，求められる運動技能が高次化することに伴い，本表には生徒に

多く見られる動きや指導のポイントとなる補足の説明を入れた。

ジレーの系統表は，指導者が指導すべき系統性を明らかにするともに，授業を展開していくうえで系

統性を押さえる指標として本実践で活用したD
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表2 桐がE特別支援学校保健体育科「指導事項の系統性(リレー)J

学年 |前走者・次走者l 系統

①次走者が出している忌17¥.，=1，Eことができる
②次走者が出している孟品主温孟することができる
③ゆ弓ど ~J勧告企t古川;;...ゐ吋乎多仁科 Mパ』シを.すことができる

2
 

噌
E

・，
 

前走者

指導要領(リレーの内容)

相手の手のひらを向けてタッチしたり、バトンを渡し
たり、受けたりすること。

|何回「科目前走者からタγチを受けることができる(前走者を見てよい)
②勾吋平噴，.1+，州ふ酌安出寸ことができる
③ぬ勺<~JI抗告たが仏タッチを受けたりパトンを受け取ることができる(官官走者を見てよい)

次走者

小3・4

①走以~バトンを渡すことができる
告渇走りながらキー勿オーパーザ-'1肉で1¥トンを渡すことができる

前走者

ナークオ-/¥ーゾーン内で、走りながらバトンパスを
すること。

①孟比五iJ!ムバトンを受け取ることができる(前走者を見てよい)
②走りながら午ー今ヲトーパーザ-'1肉でバトンを受け取ることができる(前走者を見てよい)

次走者

IJ、5・6

(走りながらチークオ-1¥ーゾーン内で)
①跡事倉由<.，+勘;..革審州寸合間率制すケル古<"'1喝脅;..

~2:tr..ñ<・ rt冒町 U やすい土有『?オーバーorアンダーでバトンを渡すことができる

前走者

テークオーバーゾーン内で、減速の少なしりtトン/~ 
スをすること。

(走りながらテークオ-/¥ーゾーン内で)
⑦薗11幸岩の掛け官事聞いγバトンを受け取る手を出すことができる
②自併合4愚 1+酌 ~J 拾すlλ土引ブオ-d-orアンダーで1\トンを受け取ることができる(前走者を見てよい)

次走者

中1・2

前走者

<ZP署長岩の叉ドーに『会令官Uい1や次走者とのm般を踏まえて)
①会nllE幸の安全面S司直I.Ul、官パ』勺事遺骨;..土弓Iア次走者が手を出す合図を出すことができる

.合図が選くなり近づきすぎるとつまってしまい前走者が減速する
・合闘が皐すぎると次走者が減速する
(走りながらテークオ-1¥ーゾーン肉で)
②次走者の平にバトンをム品ゐことができる

リレーでは、前走者の渡す前の合図と、次走者のス
タートのタイミングを合わせて、バトンの受け渡しを
すること。

次走者

①距厳がつまって前走者が減速しないようにスタートできる
.豊島忌叉μーにl士会す官官などf土I、

・1)ードのタイミングが遅くなって前走者との距離が詰まらないことを意織する

②前走者のかけ声を聞いて凪ゑ且~バトンを受け取る手を出すことができる
(走りながらテークオ-1¥ーゾーン肉で)

(3:血え且広:IJ!ムパトンを受け取ることができる

中3・高1

前定者

<~F容量居のヌト'ーに『会合 1や次走者とのjé雌を踏まえて)

①全力疾走のまま減速しないでパトンを渡せるように次走者が手を出す合図を出すことができる
.合図が遭くなり近づきすぎるとつまってしまい前走者が減速する
・合図が阜すぎると次走者が減速する
(走りながらテークオーバーゾーン肉で)
②次走者の手にパトンを入れることができる

リレーでは、次走者のスピードが十分に高まったと
ころでパトンの受け渡しをすること。

次走者

①テークオ-1¥ーゾーン内で十分スピードが高まった状態でパトンを受けられるようにスタートできる
.帯広文μーにl士会合

・1)ードのタイミングが還くなって前走者との距離が踏まらないことを意織する
・リードのタイミングが阜すぎてテークオー，¥ーゾーンを超えてしまわないことを意識する
申書↑}走者のかけ声を聞いて前を見ながらバトンを受け取る手を出すことができる
(走りながら予ークオーパーゾーン肉で)

事前を見ながらバトンを受け取ることができる

高2・3

前走者

r 幸;..路盤.11<値 ltt~~J 審~悶勧台市幽号 t-~J 奇怪~橿錨側面I.<:h司事・ ~JL -r.:#:.1 
(次走者のスピード【全力}や次走者との箆磁を踏まえて)

①全力疾走のまま減速しなυでバトンを渡せるように次走者が手を出す合図を出すことができる
.合図が遅くなり近づきすぎるとつまってしまい前走者が減速する
・合闘が皐すぎると次走者が滅速する
(走りながらテークオーパーゾーン肉で)
②次走者の手lこ1¥トンを入れることができる

リレーでは、受け手とj度し手の距離を長くして、バト
ンの受け渡しをすること。

次走者

f幸z..路盤M値 T't-~J 脊忌岡動内4遡量存 ~I 幸広撞憧合<Jt<:h.，が ~J l. r.:#:.l

①テークオ-1¥ーゾーン肉で+分スピードが高まった状態でバトンを受けられるようにスタートできる
.走るスピードは全力

.リードのタイミングが遅くなって前走者との距離が踏まらえよいことを意織する

・リードのタイミングが阜すぎてテークオ-/tーゾーンを飽えてしまわないことを意識する
雲前走者のかけ声を聞いて前を見ながらJ'(トンを受け取る手を出すことができる
(走りながらテークオーパーゾーン肉で)
③事~を見ながらJ'(トンを受け取ることができる
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表3 桐がE特別支援学校保健体育科「習得状況チェック表(リレー)J

記入日 年 F 日 (記)，者: i 
氏 名 生徒A 生徒B

使用する繍経典(手動/電動/ウォーカー/独歩) 独歩 手動

①②I'r抽次次走走『ど者者Mがが・出してい、:1:.るる亀墨a町孟m皐企・$弘tIL三和Eすj也晶るここ品とと主ががをででZききEるするこ
【習得】 【特配】 【習得] [特E]

哩凶 ・h出'しtてrMLι4E，a事事I事 1パド J とがで曹る

WII 
定
者

1 

①Y'ri九時室「和主主前走者からうEッチを受けることができる(前走者を見てよい) [習得】 【特記】 【習得] [特12.】
2 @海・1乏走塁li.l:..tI!.b勘定出まことができる

⑮也.，(LJ齢脅合併A9ッチを受けたりパトンを受け取ることができる(前走者を見てよい)
次
走
者

d③通走凶りなaが.tWらhまバトンをEーEすバこーとリがーで~きる 【習得】 【特12.] 【習得】 {特12.】
宇一帽す ，、 J-':JrI:lでパトンを遣すことができる

前

走者

3 

。②港走出り血ながtI!らE.まバトンを受け取ることができる(前走者を見てよい) [習得1 【特12.] 【習得】 [特配】
4 -Fー押すーJ~一、I-V肉で1'\トンを受け取ることができる(前走者を見てよい)

次

走者

(走りながらテークオー1¥ーゾーン肉で) 【習得】 J!聖位】 【官鐸] [特El
@通ta盆:bS量l主DlI.l!盆出ま企E盆出:t:.:ιA1.l!a.iI
②E---aE併・f-tl!rLi拾すハ士有1・オーバー。，・アンダーでバトンを遣すことができる

前走

者 寸

5 

岳②(走』』りながらテークオ-/¥ーゾーン肉で) 【習得】 【特記] 【習得】 [特配】
s lIUt盆lZlJW;車奪回いエパトン

自併由4..r+1'IlLJ拍すl、止弓l-オをー受バけー取orアるン手ダをー出ですJこ4トとンがをで受きける取ることができる(前走者を見てよい)
次
定
者

③@{rZ，合合ES会E.国図り4帥怠htが.F1a遭阜Fa@hら〈す・，テ抱手m智Mーりに宮る-近クパ古kオ凶づ次悼・ーき4走副パbずを省，hg戸同Fが凱dる'J根L州と{A岬つ遺ヤ、こま‘す，肉とやtっるがで攻てで〉，し走S舎ま者盛るいk前岨の走EJ者Ha置以をr週櫨決出ま定血えす賓てるが〕手を

【習得1 【特記] [習得】 【特lel
出す合図を出すことができる

者前走

中
1 

〔む距障がつ'-まtっ"て前走者が減速しないようLス世ートできる 【習得1 【特自己】 【習得】 【特Ii'.】
2 -茸晶Z己 EI孟企~占い

次 @C【S走リ湖省り民走ドなの者且がタ@盆らイテか必ミ泊bけン。声グtオをトがーン眠湿バをいぴ受ー臼てゾけ温てー陰&御ンる且肉走こ皐者とで単が〉と&でのパき距るトaンItをF歯受まけら取晶る手、こをと幽をす.こ臨とすがるできる
定
者

倉倉走冶決a田慣り定カむががaa暑がR還早a定のらOすa予の亭EeEt事Mtーるu=近タまと号オ出づ漏g令kーシ曹蓋企定すバをし宥aぎ入晶ーがlるゾれゃ減、kでーるg遺つkバンこ走ますと肉ト宥っン急るで時てとを3のι濠きま軍るせい・る館をよ走檀う者にま羽がえ限て定震}奮遣がす手るを

【習得】 【特記】 【習得】 【特記】
出す合箇を出すことができる

前走者

中
3 

事E ①子ヲオ パゾン内で十分スピ ドが高まった状態でパトンを受けられるようにス事トできる 【習得1 【特配】 【習得】 【特配]
.骨且::u"-1:1士舎七t 

次
乏③{定リリ澗前ー制走gドド砲pの帥，者がaタtのらzイイが予かミミ-もけιン4パ声ググオトががをンー聞遭事をパい〈す畳ーなてぎけっソ前て淑てーテをるャ前ー見こ走肉クなと者切オががとーでらのパパき笹るートン砲ゾをがー受踏ンけ姐ま取ら拡るえい司て陪こしまk出をわすS晶Eこ隠と、す念こ可るとをき章る隠する定

者

【意晶臣畠:bS値目1::.!:.1章晶固a誕措置t:::.!:J.....Z晶置蝿起草h2t-""T*' 【習得] [特Ii'.】 [習得】 【特12]

前走 @①{(・g合合倉t金gRa闘闘切Eカ走な宥がが省篠がRの遺SR0ら監J〈す0R予の怒手gピFーり司にーAt近bタaパ円kpオ滅づgト全Rーンe越走力パをすし者λ】ぎー怠やがれるヅいおaで主ーaる走つ遣パシこ者摩すと肉トJっがとる司てのをでし慮躍舎まる・曾いるを並憎よ走うまに者え決がて定a}a宥iIがす手るを幽す貧困を臨すこ主がで曾る
者

iIi 
2 

üt晶車種が畠ut;，，!;j章晶固量が掴;i.t;.tI孟晶置撞が車~ま 1 【習得] [特使】 【習得】 【特記】
3 

G〈①t宮Z走走l1止上澗予前→る→りー走をなスJク・のu'告がピoRオタ，伝のーらーイイが子か刊ミミバーらz付ンシtーウパ金声グタゾ羽トカががをドンー選聞専をJパい曲守受肉ぎて付でっJ前て取+て-テをる前f分M-見こス走肉4なと歩ピ者明調がarーRとでらドのdパeが霞a-ト高s鑓ンJまをがーっ受曾ンたけをま核取趨ら軍怠るえでい手てパこをLト1崎ま臨MわすZESEこ受注-いとけ-すがこらるとでれをきる傘るよ障うす=るスタ トできる次走

者

【習得状況の託銀の仕方】 【特艇のIe織の仕方】

@ .安定してできる 0:できる l:>.:取り組もうとしている -どのような手立てがあれlまできるか
・指導目標・指導肉容の重点化する内容
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( 1 )対象生徒について

中学部第2学年の 2名を対象生徒とする。対象学年に共通して見られる課題としては 3 日常生活や遊

びなどを通じて多様な動きを経験していない，あるいは経験が少ない生徒が多く 3 自的とする動きをイ

メージすることが難しいことがある。また，他者や物を見て，自分の動きを調整する(状況に応じて動

く)ことが難しいことも見られる。

表4 対象生徒の個別の指導計国の記載事項

対象生徒A I 対象生徒 8

【指導の方向性】 I [指導の方向性}
-心身ともに自己理解を深め，自分で試行錯誤し， I .心身ともに自己理解を深め，見通しをもった行動

成就感を得ることで，自己肯定感を高める。 I ができる 0

・状況に応じて，物事を判断することができるようい基礎学力を定着させ，成就感・自己肯定感を得る。

にする。 I.様々な友人と意見交換を行い，交流を深める。

-様々な友人と意見交換を行い，興味関心を広げる。 I.効率的な学習方法を確立させる。

{手立て・配慮】 I [手立て・配慮】
-単純な指示を段階的に示す。

-注目するところを明確にする 0

.考える時間を確保する。

ー実体験から理解を深める口

-疲れたときには，適度な休憩をとるように促す。

-状況の理解や情報の整理の手がかりを提示する 0

.情報は本人の分かる言葉・量・形で提供する 0

.自分の言葉で説明させる機会を設ける。

-考える時間を十分とる。

-自分の考えとは異なる観点を提示する。

-姿勢に配慮する。活動の始めや切り替えなどに姿

勢を起こすようにする。

表5 対象生徒の体育における実態

対象生徒A

【教科における実態】

-独歩で学習に取り絡んでいる。上服の操作は可能

であるが，動かしにくさがある。

-中学入学までは体育の授業は見学が多かったこと

もあり，各種目のほとんどが未経験である。

-模倣や言葉で示された運動の理解が難しく，自ら

の運動と一致しないことがあり，本人から偲見IJに

説明を求められることが多くある。

-複数の運動を同時に行うことや状況に応じて適切

な動きを選択することが難しい。

{手立て圃配慮】

-少ない情報量で，段階的に，本人のわかる言葉で

説明する。

対象生徒B

【教科における実態】

-手動車いすで学習に取り組んでいる。

-上肢操作は可能であるが，緊張が強く動かしにく

さがある 0

・言葉で示された運動や状況の理解に難しさがあ

り，わかったふりをしてその場をやり過ごしてし

まうことが多い。

-複数の運動を問時に行うことや状況に応じて適切

な動きを選択することが難しい。

{手立て・配慮】

-少ない情報量で，段階的!こ，本人のわかる言葉で

説明する。

-実際に動きながら，教師と一緒に毘的の動きを確 I.自分の言葉で説明させる機会を設ける。

認する。 I・実際に動きながら，教師と一緒に目的の動きを確

認する。

ウ
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表6 対象生徒のリレーの習得状況の把握

氏 名 生徒A 生徒B

使用する禰装具(王手動/電動/ウォーカー/独歩〉 独歩 手動

①②命袖次次走走内t者者Mががa出出apしし企ててdいい.ti:..るる亀曇患吋ιの平a・副ぷ1孟ゑλやすもalkる，ここfとhとuががをでで渡ききるするこ
【習得】 【特配] 【習得] 【特配】

歩きなるが仇こら遣と手すはのぎで側たきにるり入すがりる.骨近. ツ
次走者を目標に移動するこ

揮噛『 嘩世剖hd旨埠a幹事1ホ JJ(I.'.J とができる チをぎす とから自走者に近い進路をと
すた る。。指機並びで距離感を確Hlム指した・・・横並ーびで距離感を確飽した後に時差でス告ーし.側 後I、時差でス51ーし.側
方への入り方を練習する。 方(歩へ〈の)入り方を練習する。
(歩()

①有企tト室「ト宣言佐官If走者からタッチを受けることができる(前走者を見てよい) 【習得】 【特!e】 【習得] 【特!e】
~・1孟牽量l.i.I:..tI:、b勘定出l:ことができる 歩きながら手を出す」とはで 手や背中を51ッチされた」と
③〉他「どL1・h世主同tA9・yチを受けたりJ~トンを受け取ることができる(前走者を見てよい) きる。 を合図に動き始めることがで

きる。。 。
①②庫定品りな弘が単ら品2バトンを渡すことができる [習得】 【特記】 [習得】 【特配】

勾F dEオ パ ・I-'.J肉でパトンを漉すことができる 走ると次走者を自爆にして

走し進稽鍵スまタる路惑うーとをスをたしとタ確XめるK悔側前走とトし方椅者走とたへがiを者ま後の多暢の目に入い標並後時.りにび方釜倉しで1::でをて嘩

しまうため前走者の後方に
進路をとることが多い.

fム厳ス指タ感一ースをし9確，ー認iIJ.トlし方時たへは後の横に入並時りび差方ででを箆 A 
練習する。(走る) 練習する。(走る)

d②逸走品り広なが必らtEZJfトンを受け取ることができる(前走を受者けを取見てよい) 【習得】 [特記】 [習得】 【特配】
T 与すパザ-V肉で1¥トン ることができる(前走者を見てよい〕

U衛走るた，る前線め手走にを上者出李践がすをゆで位撮ツバ置チっラをしてン個にしス別ま〈をいにと. 

相わ手がilJJ方から来ることが
かる手を出しタッチで受

検バけ取討トンる爆こ車作といがをすすで操きる作る動し。きなのが発ら展。 。
確留。

(走りながらt.'テ・ー1+ク1オーバーゾーン内で) 【習得】 【特!e】 [習得] 【特犯】

d温孟a.;量は画晶垂輩出正章園輩出正ーιtI!.l!章晶 r1(手イミをン出グしがてわ)jかのら合ず図.を出
r1(手.手自ををら伸出もlしま漕てしぐて)jこ少のとy合を守図を出②E曽膏量陸州.1+勘 U4b寸川上司t-オーバー。rアンダーでバトンを渡すことができる す51 何 すと 止め

度か言いながらまEる. て。手 ッチの動
指-教師が予イミングを伝え ム

作街aもこにeぐ〈入ZYよるか1う.』け富の声豪合の泊図斗SすEを聴を幽すのしる値た.・ないがをつら繰かりめ返るしよ練う習にすしる間。合

①(走'りながらテークオ-1¥ーゾーン内で) 【習得】 【特記】 【習得] 【特記】
前審理面の掛1+商事剛l、Tパトンを受け取る手を出すことができる 走る際，よ肢でバランスをと 相手が側方から来ることが
②白骨t.(.，+EPLl拍すl、土弓f-オーパー。rアンダーでバトンを受け取ることができる(前走者を見てよい)

る指し、た.・・前・め手走にを者.出手がすをf位F銀ッ置チっ1てしま
わかる手を出し.タッチで受

しlこ〈い.
倹It取射る・こ車といがすで録き作るし。ながら。を す位置を個別に。

確認。 バトン操作をする動きへ発康

(政審apIJ);;{μ btr会す官官t.zt、1や次走者との箆援を踏まえて) 【習得] 【特記] 【習得】 {特飽】
d冶iI4盆Qla車温温1&1、l!.Lil::‘:.a.ILIまる占:ilo;次走者が手を出す合図を出すことができる 次走者パフォーマンスも関係 車いす錬作が安定Eをし出なしいたこらと
-合慣が遅くなり近づきすぎるとつまってしまい前走者が減速する するがいつ合図を出したら に加えいつ合図
-合図が阜すぎると次走者が減速する よいかっかめていない. よいかつかめていない.
{走りながら予ータオーバーゾーン肉で} ム指教師が次走者に入り。 ム指速 教飾が次走者に入り.②次走者の手に/(トンをム必ふことができる 速度を一定にした状態で， 度を一定にした状態で白

r1(手を出して)Jの合図を出 r1(手を出して)Jの合図を出
す練習を繰り返し行う。 す練習を織り返し行う。

①E量般がつまって前走者が減速しないようにス9ートできる 【習得】 【特l2.l 【習得】 【特記]
-走晶直己 t:.I.i主:tu!白!l:占い 前走者がマークを踏んだヲイ 前走者がマークを踏んだ51イ
-リードのタイミングが逮くなって前走者との距般が詰まらないことを意搬する ミングでス告ー卜することは理 ミングでス告ー卜することは理
②前走者のかけ声を聞いて輸審・tr.由tAバトンを受け取る手を出すことができる 解しているが，自身のスター

解指ト動し・・作・て前いが走る遅者がれと，てマ自しー身まクうのの。ス同タ一ー(走り訟がら予ークオー/¥ーゾーン肉で) ムト動作が遅れてしまう。 ム③血孟旦血.iliム1¥トンを受け取ることができる
指いできて・・・るい前よる走う時者言にが葉，マかスー恒けク一をにトす準近る備づ。 観葉の確Hl。スタート準備の言

かけをする。

(，Z骨骨量的宜μ ，:r会計'や次走者との箆縫を踏まえて) 【習得】 【特l2.l 【習得】 【特!el
①全力篠宮監のまま減量Eしないでバトンを潰せるように次走者が手を出す合図を出すことができる 合図を出すことはできるが. 合走図を出す」とはできるが I
-合図が遅くなり近づきすぎるとつまってしまい前走者が減速する 全力で走ると走ることに意 ることに意識が向くと他
-合図が皐すぎると次走者が減速する 織が向き.他の動作が雛し

③(j量次り走訟者がのらテ手ーにタバオトーンバを入ーれゾーるンこと肉がでで)きる ム指- ムの指チに展動@d開作バ沸がすトる鍍ゆンタしをッL使、チ.っ笹川・タッチ③・①パ背ト中ン少をp使チっ，た②リ.レターッ
たリレー

に展開する。

①子ークオーパーゾーン内で十分スピードが高まった状態で1¥トンを受けられるようにス慎一トできる 【習得】 [特記] 【習得】 【特記】
.昏且宜 ...-~tf士4b 官 全力で走ると手を出す」とlま 全力で走ると身体の前に手

-リードの者イミンググがが透皐すくなぎってて子前ー走ク者オとーのバ箆ー般ゾがー蹄ンをま組らなえいてこしまとをわ窓な織いすことるを

確階-衛2しE的ι手にL、.-Jを-RりAピ出返すしド位線を置」留kをげす個るる別よ.に殿う

を出すことが多い.
-リードの聖イミン 意織する

指確階課包的坦予を臨す位置を個別に
②(走前り走な者がのら予かーけク声オをー聞バいーてゾ官官ーをン見肉なでが)らバトンを受け取る手を出すことができる ム ム し繰り返し練習する.段

にスピードを上げるよう
③青Ifを見ながらパトンを受け取ることができる 諜題を2量定する。 を2量定する。

I茸晶匝躍が舗~章晶園量が圃量t::.!:.I章晶車障が車白~晶1 [習得】 【特記] 【習得] [特配】

@@‘f(g合合走河k金民定調図M1雀力t.l者ががa者がd謹思Oa@らス〈すE号@宿手ピぎ、書り伝ーるー近タ官パドRとオづZ【*トa金ンきa走a7をカすt者Caλ】aーやFペがかるれゾ次減とーでるベ禽つ速シパこ者ます肉とトっがシとるでての看で》守し逮罷きませるa置いるを前踏よ走うま省こえZがてR走誠)省裂がする手を出す合図を幽すζとができる
本単元でlま鍛わない 本単元でlま扱わない一 一

I孟晶臣畠が盤I.Ei:;..!:l章晶固酷tI!.ti.t.;..!:.章晶圏直直電車白~ 【習得] [特配] [習得] 【特肥】

①②③e【走リリ走テ網前ーるり走をドドなスクのの見者がピオタ9なのーらイイがテかドミミパiーら付まンンパ金タグ声グヅオト力ががをJーー割渥阜をJバすい〈受肉なーてぎけでっノ前て取十てーテをる分前ンー'こスE走肉タUとピ者でオがが}とーらでトのバパきが毘ーるト高J躍ゾまをがーっ隻詰ンたけをま絞取篇ら.Sるえでい手てパこしをトと制出Jをすをつ怠郎こ~織とけ、すがこらとるでれをきるaるtよmさMすこるスタートできる
本単元では級わない 本単元で|ま級わない一 一

L一一一一一一

【習得状況の配織の仕方】 【特犯の舵般の仕方】

。-I安定してできる 0:できる ム :取り組もうとしている ・どのような手立てがあればできるか

.指導の精選や重点
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②単元の評価規準

{前走者}

・減速せずに腕を伸ばして次走者の横でバトンを渡すことができるように，かけ声をかけることが

できる。

{次走者 1

・前走者がスタートマークを踏んだタイミングでスタートすることができる。

-前走者のかけ声を開いて，前を見て走りながら，前走者と確認した出し方で手を出すことができ

る。

③単元計画

本単元の指導計酒を以下に示す(表 7)。本単元のりレーは運動を複合させるなど，走力に加えてコ

ーディネーション能力が求められ，障害特性による学びにくさが見られる内容である。そこで，段階的

に技能の向上を目指すことができるよう，身体の動きを伴った既習内容の「学びなおし(確認) Jと，

個の実態に応じて，求められる技能を習得することができるよう重点化し，学習内容を段階的に発展さ

せながら授業を展開した。

表7 単元の指導計由

時間| 学習内容

・チームの走)1慎，バトンの受け渡しの手の確認

1 I・バトンパスの手)1頭(かけ声)の確認，練習

-マークの設定の手11頂の確認

背中タッチリレー
2 
-前走者がマークを踏んだら次走者が全力で走り出す練習をする。

-バトンゾーン内で背中タッチできるようにマークの位置を教師と誤整する。

タッチリレー

・手の出し方(掌の向き，腕の高さ)を走順の前後の人と確認する。※基本は休の横

"できるだけ椀を伸ばした状態で，前走者の手にタッチできる距離感を練習する。

・前走者が減速しないで手にタッチできるような，かけ声のタイミングを練習する。

‘前走者のかけ声を間いて，前を見て走りながら，手を出す練習をする。

バトンリレー

6 I・次走者及び前走者が減速しないでバトンの受け渡しができるようなかけ声のタイミングを確

ア l 認し練習する。

8 I・前走者のかけ声を笥いて，前を見ながらバトンを受け取るための手を出す練習をする。

3 

4 

R
V
 

-タイムトライアル後iこ，バトンパスの声かけのタイミングについて振り返り修正する。

4.指導目標を達成するための指導の工夫や手立て・配慮の検討

様々な習得状況，障害特性や能力差のある児童生徒がし1る中で，ともに運動を行し¥ながら一人一人の

実態を踏まえた指導自標を達成していけるように学びの機会を設定していく必要がある。本単元におけ

る指導の工夫について以下に示す(表針。
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表8 単元における指導の工夫

指導の工夫 説明

バトンパスをしやすくする走11演 チームの中で早い順に走I1演を決め，前走者が次走者に追いつかない

ことがないようにする。

前走者が次走者へのかけ声のタイミ 教部が同じスピードあるいは生徒の動きに合わせて前走者となり，か

ングをつかむ け声のタイミングをつかむことができるようにする。

第 1走の生徒の次走者となる機会の 走力がある生徒ほど第 1走になるため，次走者としての技能の習得機

確保 会が減ることから，教師が前走者となり，第 1走の生徒が次走者となる

機会を設ける。

また，指導目標を達成するために，下記の点についても留意し，学習上の困難に対する手立て・配慮

を行こっていく。

①体の軸，左右，高低を基準に運動をことばで確認しながら進める，その際には身体の部位に合わせた

運動のイメージの形成を大切にし，徐々に身体から離れた空間の運動をイメージできるようにする。

②運動の情報をことばで伝える時は，わかりやすく具体的なキーワードを用いて指示する。

③見本を示すなど視覚的に運動を伝える場合，情報を最小限にしてゆっくりと複数回繰り返して見せる。

また，視覚情報を取得しやすいよう周囲の環境を工夫する。

④運動をことばで説明した後に身体の動きをサポートしながら体感させて，その運動を子ども自身が自

分のことばに置き換える(運動のイメージや身体のイメージとことばを一致させてゆく)ように指導

する。

5.指導の実際について

単元の 5時間目を例に，指導の実際について以下に示す。

( 1 )本時の指導呂襟

[前走者}

・減速せずに腕を伸ばして次走者の横で手にタッチをして抜かすことができるように，かけ声をか

けるようにする。

[次走者 1

・前走者のかけ声を開いて，前を見て走りながら，前走者と雑認した出し方で手を出すことができる。

(2)本持の評価規準・個別の評価基準

{前走者}

・前走者が減速せずに，個々の状態に応じて可能な範囲で腕を伸ばして，次走者の横で手にタッチ

をして抜かすことができるように，かけ声をかけることができる口

{次走者}

・前走者のかけ声を聞いて，前を見て走りながら，前走者と確認した出し方で手を出すことができ

る。

1
2
よ
0
0
 

噌

l
i





写真2 タッチの手JI闘を確認する①

写真3 タッチの手順を確認する②

写真4 タッチの手JI闘を確認する③

練習の中で，個々の状態に応じて可能な範囲で腕を伸ばした状態で，前走者-の手にタッチできる距離

感を確認する。また障害の状態によって生徒同士では指導目標とする動きを引き出すことが難しい場合

は，教師が次走者や前走者となって練習する。

④終わりのタイムトライアル

タイムトライアル前に，練習してきたポイントを再確認、してからチームでリレーを行いタイムを測る。

練習前と後でのタイムの差から，練習の成果を振り返るようにする。また，今後の修正点をチームで振
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り返り，次時以降に活かせるようにする口

6.指導を振り返って

本実践は， リレーにおける指導事項の系統性を整理し，それをもとに作成したリレーのチェックリス

トを活用した実践で、あった。指導事項の系統性を整理したことによって，本単元の対象生徒の目標とし

て中学校学習指導要領で示されている「前走者の渡す前の合図と，次走者のスタートのタイミングを合わ

せて 3 ノくトンの受け渡しをするJ(中 1・2) という技能を習得するには， どのような学びの系統性があ

り，またその先の学びへとつながっていくのかについて，指導者が明確にした上で指導に当たることが

できるものであった。また，チェックリストの活用は，系統性の中で生徒の習得状況を把握し指導目

標・指導内容の設定や手立て・配慮、を講じる!擦の参考となるもので、あった。研究協力委員の先生からも

り旨導事項が学年ごとに細かく示されており，学びの系統性が明確」と一定の評価を頂くことができた。

一方で， rチェックリストが詳細なため，授業毎にすべての生徒にチェックリストを活用した指導目

標・指導内容を設定することは難しいのではないか」というご指摘をいただいた。本実践では 2名の対

象生徒を事例に展開してきたが 3 ご指摘いただいたように項目が細かく，今後授業で活用していく際に

は内容の検討が必要であると感じている。それを踏まえて，本実践での系統表の活用は， I指導者が指導

すべき系統性を明らかにするとともに，授業を展開していくうえでの系統性の指標を得るものj として

も用いたが，系統に示されている動きの内容を映像化することで，指導者間での児童生徒の習得状況を

把握する精度が高まると考えられる。また，系統に示されている動きを映像化することは，初めて活用

する指導者でも容易に用いることが可能になるのではなし1かと考える。

(文責:寒河江核)
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事例報告2

1.サッカーの指導事項の系統性の整理

小学校，中学校，高等学校学習指導要領の目標・内容の配列を押さえつつ，体育実技副読本を参考に，

サッカーの指導事項の系統性を整理した(表 1)。目指すゲームの様子には，その学年においてどのよう

なゲーム展開ができるようになるとよし1かを，そして，そのようなゲーム展開を行うために必要な動き

を攻撃と守備それぞれでまとめた。加えて，作戦を立てる上での観点をまとめ，各々が身に付けている

攻守の動きを活かして，チームの中で誰がどのような役割を担うかを考えることができるようにした。

目指すゲームの様子は，学年ごとに関連を持ちながら次第に高次化するように設定した。また， 目指す

ゲームの様子の高次化に伴って，攻守の動き，そして作戦を立てる観点も高次化していくようにした。

これによってどの学年で何を指導し，次のこの指導につながるという指導の基軸を持ち， 1 2年間を通

じた指導の見通しを持てるようにしていく。

表1 サッカーの指導事項の系統性

{目指すゲームの様子}

-ドリブルして自分でゴーjレを決めようとする・積極的にボールに触れようと動く

t I [ゲームを行うために必要な攻撃の動き] I【ゲームを行うために必要な守備の動き】

2 い転がってくるボールをとめる

-ボールを蹴ってシュー卜する

・ボールと一緒に進む，相手のいない方向にドリブルをする

【毘指すゲームの様子】

-ボールが転がってくるコースに入る

-前方にパスをしたり前方でパスを受けたりして攻める・パスが飛んできそうなところを守る

{作戦(役割分担)]

-誰がゴ、一jレ前でパスをもらうか・誰がボールが飛んできそうなところを守るか

~ I [ゲームを行うために必要な攻撃の動き] 【ゲームを行うために必要な守備の勤き}
4 
-ゴール方向!こ体を向ける .ボールがきそうなところに待ち構えて守る

-前方にいる味方にパスを出す

-ボ-)レより前方に移動してパスを受ける

-自分とボーjレの間に相手がいないようパスコースをつくる

【自指すゲームの様子】

4a手のいない方にパスをしたり相手のいない方でパスを受けたりして攻める・ボールの進行を紡ぐ

【作戦(役割分担)] 

・5桂がゴール前でパスをもらうか・誰がパスをつなぎながら攻めるか

小 卜誰がゴール前を守るか・誰がボールの進行を止めるか
5 1-

6 I [ゲームを行うために必要な攻撃の勤き】 l【ゲームを行うために必要な守備の動き}

-前進で、きるときはパスやド1)フ、ルでゴール方向へ進む

.プレッシャーがあるときはフリーな味方にパスをつなぐ

.ボールの前方だけで、なく棋で、もパスコースをつくる

-ボ-)レとゴ、-)レが同時に見えるようにパスコースをつくる
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{目指すゲームの様子】

-広がってJ¥スを罰してチャンスを作り DFの裏のスペースをつく・マークする相手を決めて守る

{作戦(役部分担))

-ポジションの選択

・チャンスの時にどのように裏のスペースをつくか(誰からパスを出すか，誰がパスを受けるか)

rt I誰がどの棺手をマーク巾るか

~ I【ゲームを行うために必要な攻撃の動き] 【ゲームを行うために必要な守嬬の動き〕

リ《スできないときはボールを取られないようにキープする いボール保持者とゴールの間に立ち相手にできるだけ寄る

・ボール!こ対して前後左右にパスコースをつくる いタイミングを見てボールを奪う(タックリンクワ

魁 DFの裏のスペースにタイミングよく動いてパスを受けてシトマークする揺手とボールが見える位置で守る

ユートする I (裏を取られず‘マークする相手にパスが出たらアプローチする)

阻ワンサイドカット

{目指すゲームの様子}

・1¥スを回しながらスペースをつくったり使ったりする動きで、チャンスをつくる

.スペースを作られないようにバランスを保って守る

【作戦(役割分担))

.ポジションの選択

・どのようなコンピネーションで、チャンスをつくるか(誰と誰が，どのような動きで) ・チャンス時に誰が裏のスペースをつくか

闘相手のコンビ、ネーションに対してどう守るか(マンツーマン orマークの受け渡し)

中
3
・
古
問

1

{ゲームを行うために必要な攻撃の動き】

-味方が走り込むスペースにタイミングよくパスを出す

.パスを出した後にスペースヘ動く

鍾相手を引きつけて昧方が使えるスペースをつくる

'3人自の勤き(ボーjレが来る場所を予測してスペースへ動く)

{ゲームを行うために必要な守備の動き}

・マークを受け渡して守備のバランスを保つ

圃味方が抜かれた際にカバーの動きをする

{巨指すゲームの様子}

-梧手のボールの奪いどころ(意図的に密集させて)をかいくぐり前進することができる

.攻撃方向を限定してボールの奪いどころを決めて守ることができる

【作戦(役割分担)] 

-ポジションの選択・ゲームプラン(得失点の状況に応じたテンポ) ・セットプレイの確認

.相手のボールの奪いどころをどのようにかいくぐるか

-どのようにプレッシャーをかけてどのエリアでボールを奪うか

口問

2
・3

{ゲームを行うために必要な攻撃の動き]

.ワンタッチでのパス交換

-ゴール!こ向かつて仕掛けることで、相手を引きつける

.相手を密集させてからサイドチェンジ

【ゲームを行うために必要な守備の勤き]

-相手の攻撃方向をチームで制限しながらボールの取りど

ころを決めて守る

-奪えるタイミンゲでは相手を囲って守る
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2.学習の習得状況や障害特性の把握

高等部第 1学年の 2名を対象生徒とする。 2名とも中学校まで通常学級在籍。対象生徒を含め 9名か

らなる集団で授業を行う口

( 1 )習得状況の把握

サッカーの指導事項の系統性の中で生徒がどのような段階にいるのかを見るために，習得状況チェッ

クリストを作成した。チェックリストは 3 呂指すゲームの様子の段階を並べ，対象生徒がどのようなゲ

ームを展開できているかをO(できている)，ム(部分的にできている)でチェックする箇所と，ゲーム

を行うためのパス， ドリブノレ，ボールコントローノレ等の技能について，各自の障害の状態に応じてどの

ように動いているのかを記載できる箇所を用意した。これによって，サッカーの技能面に関して， {可が

できているのかを把握していく。このチェックリストを活用し，単元初期のプレーの様子から対象生徒

をチェックした(表 2)。

表2 対象生徒のサッカーの習得状況の把握

対象生徒A 対象生徒8

相手のボールの奪いどころをかいくぐり前進す [習得状況・身体機能に関する特記) {習得状況・身体機能に関する特記}

ることができる -電動車いす使用 -独歩
-コント司ーラー操作で進みながら ト一一一一 -多少ふらつき有、左部で踏ん

パスを回しながらスペースをつくったり使ったり 足でボールを蹴る 張って走る様子があり、たくさん
する動きでチャンスをつくる -足でボーjレ操作しやすいように 走ると左藤を痛める場合がある

車いすから足台を外してプレーし トー一一一 -バランスのとザにくさから、走りな
広がってパスを回してチャンスを作りDFの裏の ている がら片足を挙げてボールを蹴って
スペースをつく -手足が動かしにくいので、ボー 進む(ド1)ブjレ)動作が不慣れだ

ルを織ったり手で、押し出してパス 一 が練習して少しずつできるように

相手のいない方でパスを受ける 。を出すことが難しい ム なっている

攻 -ドリブルはボールと一緒に進む -ボールを蹴る動作もこれまで経
ことはできるが、進行方向を変え 一 験していない様子、バランスのと撃

相手のいない方にパスをする たりすることは難しい りにくさもありボールを蹴っても遠
-転がってくるボ一一jレをコント口一 くへ飛ばないが少しずつできるよ
ルすることに時間がかかる トー一一一

うになってきている

前方で、パスを受ける 。-味方から離れ誌がってパスをも 。-ボール操作が不慣れで局圏の
らおうとしているが、味方のボー

一
状況を晃ながらプレーしにくし、

ル操作が不慣れなため実際にパ -ボーjレlこ集中してしまいがちだ

前方にパスをする スが出てこない様子がある ム が、味方からパスを受けようと勤

ト一一一一
く意識がでできている

ドリブルして自分でゴールを決めようとする 。 。

攻撃方向を根定してボ-)f-.の奪いどころを決め {習得状況・身体機能に関する特記} {習得状況・身体機能に関する特記}
て守ることができる -ボーjレ保持者にプレッシャーを -周りが車いすの生徒たちで本人

かけている味方守備者よりも後方 一 よりもスピードがゆつくりなので、
スペースを作られないようにバランスを保って に位置してカバーを意識している 適切なポジションをとらなくてもカ
守る 様子も見られる 1¥ーできてしまう

-電動車いすの速度がゆつくりの ト一一一一 -ボールを追いかける意識が強く、

チエレンジ&力パーで守る 。ため、スピードが早い相手には抜 守りの動きをしている間にボール
伊寸A崎 かれてしまう とゴールの間で妨害できる位置

ト一一
儒 -進行方向を妨害はできるが、手 から外れたりすることがある

ボ-)しの進行を防ぐ 。足の動かしにくさによりボールを ム -ボ-)しが自分の近くにあるとき

奪うことは難しい
トー一一一
は守る意識が強いが、遠くにある

と適切なポジションをとれないとき
パスが飛んできそうなところを守る 。 がある

ト一一一一

積極的にボールに触れようと動こうとする 。 。
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(2)障害特性の把握

個別の指導計画の記載事項(表 3) を確認し，認知の特性，健康・医学的配慮事項等を把握する。

表3 対象生徒の個別の指導計画の記載事項

対象生徒A 対象生徒B

【指導の方向性】 {指導の方向性}

-試行錯誤したりすることでできることを増やし自信をつける -環境を整えることにより，学習効果を上げる

-できることをいかし他者と積極的に関わっていけるようになる -全体を見る力を身に付ける

-日常の体の疲れを改善するため，環境を整える

-見通しを持って，活動・生活をする

【手立て・配慮〕 【手立て・配慮】

-勉強，生活がしやすい姿勢の取り方や作業環境を工夫する "見通しを持った活動(手順・予定の提示)を行う

-本人が分からないときはこちらからやり方を提案してみる -責任者としての役割を持つ2 発言機会を設ける

-本人が試していること，頑張ろうとしていることをほめる -得意なことを人前で力を発揮する

嗣適度に休患姿勢をとるように声掛けや撰わりをしていく -下校時，無駄な荷物を持っていなし、かなど確認する

-必要に応じて補食をする

{自立活動の時間の指導の目標} 〔自立活動の時間の指導の呂標〕

'1'也者から触れられることを安心して受け入れられるようになる -身体面のケア

-身体機能や呼吸機能を高める -全体を克る力をつける(見通しを持つ，集団の中での侶を考

'1:建康に過ごすための方法や習慣を身に付ける える)

-発言力をつける

対象生徒Aでは，筋力低下や関節の可動域制限が見られること，運動量が多くなると疲れが出やすい

こと，これまで体育授業は見学が多く何ができるか自信が持てないことが挙げられた。対象生徒Bでは，

バランスのとりにくさから長時間歩いたり走ったりすると疲れが溜まりやすいこと，未経験なことにつ

いてはどのように行えばよいのか捉えられず，状況に合わせて動くことが難しいが体験することで理解

していけること，話を理解したり自分の考えをまとめたりすることに時間がかかることが挙げられた。

3.一人一人の実態を踏まえた指導目標・指導内容の設定

習得状況や障害特性から一人一人の実態を踏まえた上で，以下の重点化の4つの視点を活かし，生徒

らに仰ができるようになってほしいのか(指導自標)，そのために何を(指導内容)，どのような順番で

指導するかを設定していく。

{指導目標・指導内容の重点化の視点}

① 苦手なところを繰り返し行い，ある段階の指導事項を全て達成できてから次の段階へ進むのではな

し1こと。

② 現在できることを活かして》当該学年の指導事項で、学びを進めていくこと。

③ 当該学年の指導事項をすべてねらうことが難しい場合は，種目の特性により深く触れるために当該

学年の指導事項の中からy 何ができるようになるとよし 1かを捉えること。

③ ③で捉えた指導事項を支える基礎的な事項にも立ち返りながら学び直し，確かなものにすること。
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サッカーの指導事項の系統性の高 1段階は，攻撃では， iパスを回しながらスペースをつくったり使っ

たりする動きでチャンスをつくるム守備では， rスペースを作られないようにバランスを保って守るJ

となっている。

対象生徒Aについての習得状況を見ると，攻撃面では，パスを出す動きに難しさが見られる。パスを

出す技能を高めることは，より高次なゲームを展開していくためには必要である。しかし，筋力低下や

関節可動域の状況，また疲労につながるため練習量を多くとれないことを考慮:すると，ゲームで活用で

きるようなノ々スを出す技能を対象生徒が習得することは難しいことが予想される。そこで，スペースを

使うという動きについては，習得が見られるパスをもらう動きを活かして，まずは指導事項の系統性の

中1・2段階にある， DFラインの裏のスペースにタイミングよく動いてパスを受けるという動きを向上

させながら，高 1段階にある仲間とのコンビネーションの中で意図的に作り出したスペースに走り込め

るようにしていく。また，スペースをつくるという動きについては，現在のドリブルの習得状況を活か

し，味方が走り込むスペースを作り出すために意図的に相手守備者を引きつけるドリブルの動きを身に

付けてし¥く。守備については， IJJきの制限からボールを奪うことは難しいものの，適切なポジショニン

グをとることでスペースを作らせないこと，そして味方が抜かれた際にはカバーの動きができるように

していく。

対象生徒 Bについての習得状況を見ると，攻撃では相手のいない方で、パスをもらう意識が見られてき

た。はじめは状況理解の難しさがあるものの，経験を積み重ねることで着実に身に付けることができる

様子から，状況理解を丁寧に促しながら DFラインの裏のスペースでパスを受けるという動きを身に付け

ながら，高 1段階にある仲間とのコンビネーションの中で意図的に作り出したスペースに走り込めるよ

うにしてし1く。また，パスを出す動きは片足立ちでのバランスのとりにくさもあるものの，少しずつで

きるようになってきている様子があるD そこで，相手のいない方へパスを出すという基礎的な動きを身

に付けることで，高 1段階にある味方が走り込むスペースにタイミングよくパスを出せるようになるこ

とを自指してし1く。守備では，ボールの進行を紡ぐという基礎的な動きをまずは確かなものとしp それ

を活かして味方と連携してスペースを守る動きについても少しずつゲームの中で状況理解を促してし、く。

これらの動きを学習して身に付けた上で，それを活用してどのように相手の守備を突破したり， 1苦手

の攻撃を防くやかについて， 自分や仲間のできることを活かして作戦を立て，ゲームを進めていけるよう

にしてし、く。さらに，こうした学習活動を支える，自分や仲間が健康・安全に運動で、きるように留意し

ようとすること，ノレールを守ろうとすること，味方相手 11:t~わず良いプレーを称えようとすること，より

良くゲームができるように仲間とともに課題や作戦を話し合おうとすることについても，上手くいくよ

うに教員が整えつつ，生徒自身でできるようになるよう指導してし1く。

(1 )単元の指導自標a評価規準イ爵別の評価基準

-味方と連携してDFラインの裏にスペースをつくったり，そのスペースに走り込んだりして攻撃できる

.味方と連携してDFラインの裏にスペースをつくらないようにして守備することができる

-各自の身に付けた動きを活かし作戦を立て，チームの中での役割を意識してプレーすることができる

口同
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表4 単元の評価規準

関心‘意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

-味方と連携して上手くゴール -自分や仲間のできることを活 -味方とパスを思しながらボー 'OFラインの裏のスペースへ

を決めたり守ったりすることを かして，昧方とどのように連携 ルを保持することができる の走り方を理解している

通じて，できるようになる楽し して DFラインの裏にスペース -味方が走り込むDFラインの -味方とのコンピネーションで、

さや仲間とともに行う楽しさを をつくったり使ったりして攻め 裏のスペースにタイミングよく 相手守備者を引きつけてDF

味わうことができる るか，また OFラインの裏のス パスを出したり， DFラインの ラインの裏にスペースをつくる

ペースをつくらせないように守 裏のスペースにタイミングよく 方法を理解している

るかを考えることができる 動いてパスを受けシュートし -味方が抜かれた際にどの位

たりできる 量にいればカバーすることが

-棺手守備者を引きつけDFラ できるかE皇角写している

インの裏にスペースをつくるこ

とができる

-マークする相手とボール保

持者が毘える位置に立ち，昧

方が抜かれた際にカバーする

ことカ〈できる

表5 対象生徒 Aの個別の評価基準

関心・意欲・態度 思考・半IJ断 技能・表現 知識・理解

-昧方と連携して上手くゴーjレ -自分や仲間のできることを 'DFラインの裏のスペースに 'DFラインの裏のスペースヘ

を決められることを通じて，で 活かして F 味方とどのように タイミングよく動いてパスを受 の走り方を理解している

きるようになる楽しさや仲間と 連携して OFラインの裏のス けシュートすることができる -味方が抜かれた際にどの位

ともに行う楽しさを味わうこと ペースをついて攻めたり， OF -ドリブルで相手守備者を引 置にいればカバーすることが

ができる ラインの裏のスペースをつくら きつけDFラインの裏にスペー できるかま星発事している

せないように守ったりするとよ スをつくろうとする

いのか考えることができる -マークする栢手とボール保

持者が見える位置に立ち，味

方が抜かれた際にカバーしよ

うとする

表6 対象生徒 8の個別の評価基準

関心・意欲・態度 思考 a判断 技能・表現 知識・理解

幽味方と連携して上手くゴール -自分や仲間のできることを 'DFラインの裏のスペースに .OFラインの裏のスペースへ

を決めたり守ったりすることを 活かして，味方とどのように タイミングよく動いてパスを受 の走り方を理解している

通じて，できるようになる楽し 連携して OFラインの裏のス けシュートすることができる .*-) レの進行を妨害するた

さや仲間とともに行う楽しさを ペースをついて攻めたり， OF -フリーな味方にパスを出すこ めには，どこに立てばよいの

味わうことができる ラインの裏のスペースをつくら とができる か分かっている

せないように守ったりするとよ -ボール保持者と自陣ゴーjレ

いのかを教員と一緒に考える の関に入って進行を妨害する

ことができる ことができる
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(2)単元の指導内容

単元では，まずは必要な動きを段階的に高めていき 3 それをゲームの中で発揮することを繰り返しな

がら技能の習得を目指していく。動きの習得が見られてきたら，チームの中で各々ができる動きを活か

して，どのような役割を担うかを考えて作戦を立ててゲームを行っていく。

対象生徒は同じ学習に取り組む中で，個々に設定した評価基準に応じて重点の置き方が変わってくる。

例えば， 4時間自のパス練習「味方にパスを出してから DFラインの裏のスペースに走り込みパスを受け

てドリブノレシュート」については，対象生徒 Aについては， fDFラインの裏のスペースに走り込みパス

を受ける」ところに重点を置き， f味方にパスを出す」ところは教員が補助しながら行うことでもよいと

する。一方，対象生徒 Bについては， f味方にパスを出す」ところも， fDFラインの裏のスペースに走り

込むJところにも重点を置くことにする。

こうした重点化の視点を活かすことで，当該学年の指導事項を学ぶことができ，サッカーの楽しさや

見方を広げたり深めたりしていけるようにする口

表7 単元の指導計画

時間 学習内容

1 リ《ス，ドリブル練習・ためしのゲーム(4対4)

2 

3 -/ ¥ス練習(DFラインの裏のスペースに走り込んで、パスを受けてド1)ブ、ルシュート)

-ゲーム(2対2+フリーマン)

4 -パス練習(味方にパスを出してからDFラインの裏のスペースに走り込みパスを受けてドリブ、ルシュート)

-ゲーム(2対2十2フリーマン)

5 -コンビ、ネーションプレー練習

6 (ドリブjレで棺手を引きつけてパスを出す，引きつけてで、きたスペースに昧方が走り込みパスを受けてド1)

ブ、ルシュート)

-ゲーム(2対2十2フリーマン)

7 -身に付けた勤きを活かして作戦を立てる(どのように DFラインの裏のスペースをつくか，どのようにスペー

8 スを作られないように守るか)

-ゲーム(3対3+2フリーマン， 3対3+1フリーマン)

9 -リーグ戦(4対4十1フリーマン)

10 

4.指導自標を達成するための指導の工夫や手立て・配慮の検討

9名からなる集団のうち， 8名が車いす使用の生徒であり，ボーノレを蹴る動きが難しい。そのため生

徒同士で4対4のゲームを行うと，ボーノレの動きが停滞し，生徒同士がボールに密集してしまう。その

ため，車いすで押したり足で、蹴ったりするだけでなく，手で、ボールを転がしパスをすることも可という

ノレールを加える。また，ボーノレは電動車し吋ーサッカー用の通常よりも大きいボールを使用し，車いすで

押したり手で転がしたりしやすくする。また 3 生徒によっては転がるボーノレに追いっけないことがある

ので，ボールの空気圧を少し抜くことで転がりすぎないようにするD
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写真1スペースで待ち構える① 写真2 スペースで待ち構える②

そこで，スペースへの入り方について指導し，タイミングよくスペースへ飛び込み，ゴール方向へ向

かつて前進していけるようになった。またパスを出す味方，ボール，ゴールが見えるようにスペースヘ

走ることができるようになり，ゴールを決めることができた(写真3，4)。

写真3 スペースへ動く① 写真4 スペースへ動く②

また， ドリブ、ルの技能が向上し，ボールの進む方向を変えたりボールを止めたりする動きができるよ

うになってきたロそれにより，相手守備者を引きつけて意図的にスペースを作り出すドリプルの動きが

見られるようになった(写真 5，6)白

写真5 ドリブルで相手を引きつける① 写真6 ドリブルで相手を引きつける②

守備については，当初は，味方に任せて本人は攻撃に備えたポジションを取っている様子が見られた

が，相手の攻撃の動きの向上に伴い，味方がボール保持者にプレッシャーをかけているときは，カバー

できるポジションを意識し，スペースを埋める動きができるようになった(写真7)。
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写真17ボールを追いかける③

そのため，基本的な守りの動き方に加えて，味方と連携して誰がボールを妨害して，誰がカバーする

ポジションを取ってスペースを埋めるかという動きについて，今後も学習が必要である。

自分の動きに対してできるという実感が少しずつ増していき，自信を持ってプレーすることができる

ようになってきた。チームメイトからも本人のできる動きを活かして作戦を立てようとすることもあり，

自分のできることを活かしてチームの中での役割を持ち，ゲームにつなげることができていた。

6.指導を振り返って

指導により， DFラインの裏のスペースをつくことへの意識が高まり，対象生徒ともにゴーノレを決める

場面が多くなってきた。これを活かしながら，高 1段階にある「味方と連携して意図的にスペースをつ

くる・つかって攻撃する」というより高次な動きに発展させていく上では，指導内容の 3対3+ 1フり
ーマンの設定だけでなく，更なる指導の工夫が必要で、あった。例えば，生徒の守備の技能を高める時間

を取り， DFラインの裏のスペースに飛び込む選手をマークして簡単にパスを通させないようにするとい

う動きができることで，攻撃側は意図的にスペースをつくる・っかう必要性を生み出したり，または，

現在の生徒たちの守備の技能であっても教員が守備役に入るという指導の工夫を行うことで，攻撃側に

対して意図的にスペースをつくる・っかうという目的の動きを引き出すことも可能であった。こうした

ことから， 在学中の残りの学びの期間の中で，何に重点を置いて指導するのかを捉えることが，改めて

重要であると言える。

また，学習上の困難に対する手立て・配慮と自立活動の時間の指導との関連を持つことは重要である。

教科場面で見られる学習上の困難を，自立活動の時間において改善，克服するための指導を行い，そこ

で学んだ、ことやできるようになったことを教科場面に活かすというサイクルを繰り返すことは，指導効

果を高めることにつながる。さらには，教員が手立て・配慮、をしていくばかりではなく，生徒自身が学

習上の困難を理解し，それを改善，克服するための工夫の仕方について考え，それを学校生活の中で活

かしてより良く学習できるよう，自立活動の時間だけでなく，教科場面においても授業の指導目標・指

導内容に逸脱しない範囲で，自己理解・自己管理の指導を行っていくことも重要になる。そのためには，

教科指導を担当する教員と自立活動を担当する教員が連携して指導できるように情報交換をこまめにし

たり，情報交換を促進させるための個別の指導計画の活用の仕方を工夫したりする必要がある。

(文責:佐々木高一)
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m~ 研究のまとめと今後の課題

当校で検討した「絞体不自由児の体育指導のポイントJを踏まえた授業実践を通じて，生徒は着実に

学びを積み重ねることが可能となることが分かつた。 12年間を踏まえた一実性のある体育指導計画に

より，豊かなスポーツライフの実現に向けて学校で身に付けさせたい力を整理でき，授業づくりに活か

すことができた。指導事項の系統性を捉えることは，どの学年で何を指導し，それが次のこの指導につ

ながるという関連を捉え，授業づくりのための基軸となるとともに，子どもたちは何ができているのか

という学習の習得状況を把握できることにつながった。そこに個々の障害特性を把握することで，一人

一人の実態を詳細に捉えることができ，運動の楽しさをより深く味わうためには指導事項の系統性の中

で，何ができるようになってほしいのか，そのために何をどのような順番で学ばせる必要があるのかと

いう指導自標・指導内容を設定することができた。その際，指導目標・指導内容を設定するための手続

きとして「重点化の視点j が示されていることで，スムーズな設定が可能であったD そして，指導目標

を設定できることで，その達成に向けてどのような指導の工夫や手立て・配慮が必要なのかを考えるこ

とができること，さらには指導を通じて子どもの成長を指導者がしっかり捉えることができた。

今後の課題としては，着実な学びの積み重ねが実際に豊かなスポーツライフの実現につながっている

かという評価から，再度，学校における 12年間の体育授業で肢体不自由児に何を身に付けさせていく

べきか，そのために必要な条件整備は何かといったカリキュラム・マネジメントのサイクルを回してい

くことが挙げられる。

また研究の成果を外部へ，特に通常学校に在籍する肢体不自由児への体育指導として発信し，その学

校で体育授業を担当する教員自身で授業づくりを行っていけるようにしていくことも重要である。そこ

で，当校の「肢体不自由児の体育指導のポイントj は授業づくりをする際の指針を提供することが期待

できる。しかし，小学校で、は全教科担当制で体育を専門に学んできていない教員もいる。また，中学校，

高等学校の保健体育科の教員は，大学の教員養成課程の中で障害のある子どもへの体育指導について学

ぶ機会がない。そういった事情を踏まえて，紋体不自由児の体育指導のポイントに加えて，肢体不自由

児の技能面についての習得状況を捉える上での視点や，指導自標を達成していくためのルーノレ・用具や

指導形態の工夫の参考例等を合わせて発信していくことで，授業づくりに活きる支援ツールとして活用

できるようにしていきたい。

さらに本研究の目的は 柄が丘 L字型構造に基づく授業づくりであるが，最終的には児童生徒の学習

評価の方法まで示す必要があると考える。肢体不自由児の「体育・保健体育科」の評価は 3 他の教科と

同様に学習指導要領に基づく自標準拠評価で行わなければならない。しかし，運動障害や感覚障害等を

有する児童生徒の体育・保健体育科の評価には以下のような難しさがある。

・特別支援学校では，児童生徒の実態に基づき行し1やすい内容を主に年間指導計画と単元計翻を設定す

る傾向がある。結果として，系統性を踏まえた指導が行われず，学習指導要領に則した評価が難しい0

・児童生徒一人一人に障害や認知の特性に異なる様相が見られるとともに，移動手段として車いすやウ

ォーカーなど運動場面で、補助具を使用するために，個人内評価となりやすい。

これらは，肢体不自由のある子どもの体育の学習評価の方法が明確でないことが理由として考えられ

る。また，当校の教育相談においては，地域の小学校・中学校の体育授業では，障害のない児童生徒と

同じ技能の内容が学びにくいことなどを理由に低い評価となる傾向があると指摘されている。従前から

体育授業を指導する教員が体育の学習成果として「体力や技能の向上j を主に捉えるために「技能Jの

観点を重視する傾向があるといえる。この点に対して，次期学習指導要領では各教科等において)r知識・
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技能J，i思考力・判断力・表現力等J，i学びに向かう力，人間性等j の三つの育成すべき資質・能力を

バランス良く育てることの重要性が示された。体育・保健体育科においても， i技能jだけでなく三つの

育成すべき資質・能力をどのように評価すべきか検討する必要がある口そこで本研究において，以下の

「桐が丘L字型構造に基づく評価システム(案)Jの検討-を進めている。

{桐が丘 L字型構造に基づく評価システム(案)] 

①学習指導要領に員りした，単元における対象児童生徒の百棟・内容および各観点の評価規準の設定(縦

qirJJ) 

②対象児童生徒の実態把握(横軸)

③縦軸と横車IUから対象児童生徒の習得状況の把握

④対象児童生徒の指導呂標・指導内容および各観点の個別の評価基準の設定(主に f技能」の観点の評

価基準B段階の検討)

⑤合理的配慮、として体育において学習内容の変更・調整(合理的配慮、の 3観点 11項目の①-1-2) を

行うことを個別の教育支援計画に記載

①から⑤の作業手順をおさえ，個別の教育支援計画の合理的配慮として学習内容の変更・調整を行っ

たことを記載することで3 学校の作成した評価システムに基づく評価であることが示されると考えてい

る。この評価システムを進める上では，②の対象児童生徒の実態把握と④の指導自標・指導内容および

各観点の個別の評価基準の設定が最も重要となる。②の実態把握については，対象児童生徒の障害等の

身体状況や認知特性等を把握するとともに， i基本的なIJJき」や「技能Jがどの程度できるかとしづ実態

把握が求められる。「基本的な動き」や「技能Jをどのように把握するか，具体的なチェック表などの作

成を進める必要がある。また，④については，対-象児童生徒の実態(②)と車いす等の活動形態に応じ

た単元の指導自標・指導内容を設定するとともに，単元の自標の達成状況をみとるための「個別の評価

基準Jを設定しなければならない。今後は，この評価システムにしたがった事例を積み重ねることでシ

ステムの課題を修正し，適切な学習評価の方法としていきたい。

(文責:松浦孝明，佐々木高-)
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